
経営システム科学専攻

基礎科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

01KA001 経営基礎 4 1.0 1 春A 火7,8
1F120
講義室

立本 博文,佐藤
秀典

経営学の全体像を理論と実務を関連付けながら
示した上で,経営戦略論と経営組織論の基礎概念
と基本枠組みについて概説する.経営戦略論で
は,戦略の概念や競争戦略について学ぶ。経営組
織論では,組織の概念や組織デザインについて学
ぶ。

01KA004 会計基礎 4 1.0 1 春A 金7,8
1F120
講義室

中村 亮介

簿記と会計の基本について講義する。具体的に
は,日常の経済活動を会計的に記録することから
始まり,決算を行って貸借対照表と損益計算書を
作成する一連の作業の意義が理解できることを
目標とする。そして最後に,財務諸表をどのよう
な形で活かすか(財務諸表分析)を解説・実践す
る。

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA005 ビジネス数理 4 1.0 1 春A 木7,8
1F120
講義室

牧本 直樹

ビジネス科学を学ぶために必要となる数理的な
基礎知識や,ビジネス上の問題を数理的に取り扱
うためのモデリングなどについて講義する.具体
的な内容としては,論理,集合,ベクトルと行列,
線形代数,関数,微積分などを,さまざまな例を題
材に学ぶ.

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA007 ビジネスと情報 4 1.0 1 春A 土3,4
6F648
計算機

室

吉田 健一,津田
和彦,倉橋 節也

今日のビジネスシーンにおいて,情報や情報技術
がどのように関わって来るか,情報や情報技術が
ビジネスにどのような形でプラスやマイナスの
影響を与え得るか,ビジネス側から情報や情報技
術に対してどのような知識を持ち,どのような姿
勢でアプローチすべきかについて,さまざまな切
り口から取り上げる.

授業開始時刻 12:20~

01KA008 プログラミング基礎 4 1.0 1 春A 水7,8
1F120
講義室

津田 和彦

コンピュータのメモリ管理方法と基本的な動作
について説明する.プログラミング実習を通じ
て,コンピュータの基本的な動作とメモリ管理を
体験する.さらには,プログラミングを実習にて,
コンピュータアルゴリズムの基本を学習する.プ
ログラミング実習には,プログラミング言語Cを
用いる.

専門科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

01KA101 トップレクチャーI 1 1.0 1・2

民間企業,教育・研究機関,官公庁,国際機関等の
トップ・マネジャーを講師に迎えて,現実の企業
や社会システムにおける諸問題の解決方法や
トップマネジメント戦略の構築並びに実践方法
などについての講義を行う.

西暦偶数年度開講。
主専攻必修科目。
詳細後日周知

01KA102 トップレクチャーII 1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

トップレクチャーIに続いて,民間企業,教育・研
究機関,官公庁,国際機関等のトップ・マネ
ジャーを講師に迎えて,現実の企業や社会システ
ムにおける諸問題の解決方法やトップマネジメ
ント戦略の構築並びに実践方法などについての
講義を行う.

西暦奇数年度開講。
主専攻必修科目。
詳細後日周知

01KA103 ビジネスゲーム 4 1.0 1 春C 土3,4
6F648
計算機

室

倉橋 節也,猿渡
康文,中村 亮介

企業経営を,企業戦略,調達,生産,マーケティン
グ,会計等の諸機能分野から構成されるシステム
として理解し,情報の収集・分析を通して,総合
的視点から経営の意思決定を論理的に行う能力
を修得する.

授業開始時刻 12:20~

01KA105 消費者行動 4 1.0 1・2 春B 水7,8
1F120
講義室

西尾 チヅル

マーケティング戦略上の諸課題との関連性を意
識しつつ,マーケティング対象となる市場を構成
する消費者の選好構造や行動を分析するための
枠組み,方法に関する代表的な理論やモデルを概
説する.具体的には,消費者行動を規定する外部
環境要因,個人差要因,認知・態度・行動などの
購買意思決定プロセスなどに関する研究成果を
検討し,消費者行動の測定方法や分析アプローチ
を学習すると共に,事例などを通じて,企業の具
体的なマーケティング戦略への展開方法を議論
する.

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA106 現代マーケティング論 4 1.0 2 春A 金7,8
1F116
講義室

西尾 チヅル

地球環境問題への対応,CSR,顧客関係性の構築
等,現代マーケティングにおける重要なテーマを
取り上げる。具体的には、法規制,市場構造,競
争環境等,企業のマーケティングをとりまく社会
環境の変化を整理すると共に、市場構造や競争
環境を分析するための枠組みや方法に関する代
表的な理論やモデルを概説する。その上で、企
業のマーケティングのあり方と展開方法につい
て議論を行う。

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.
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01KA107
マーケティングリサー
チ

4 1.0 1・2 春C 水7,8
1F120
講義室

佐藤 忠彦

マーケティング意思決定における諸問題を,市場
や顧客に関するデータと論理に基づいて科学的
に捉えるための基本的な考え方と具体的な方法
を概説する.講義では,市場や顧客データの収集
や分析,伝達といったマーケティングリサーチ技
法について説明する.

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA109
マーケティングサイエ
ンス

4 1.0 2 春A 水7,8
6F649
計算機

室
佐藤 忠彦

マーケティング意思決定における諸問題を,市場
や顧客に関するデータを用いて科学的に捉える
ための技術について学ぶ.特に,統計的手法を用
いたマーケティングデータの解析法を解説し,そ
の内容に関して実際に演習してもらうことで,
マーケティングにおけるデータ分析の実際を体
得してもらう.

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA110
ブランドマーケティン
グ

4 1.0 1・2 通年 集中

ブランドは、現代マーケティングにおける重要
な概念の1つです。しかし強いブランドをつくる
にはどうしたら良いかについて、的確に理解を
されている方は必ずしも多くありません。そこ
でこの講義では、現代ブランド論の大枠を説明
することによって、ブランド・マーケティング
に関する基礎的な知識を身につけることを目指
していきます。

01KA111
サービスマーケティン
グ

4 1.0 1・2 通年 集中

近年,経済のサービス化が進み,サービス財の
マーケティングの重要性が高まっている.本講義
では,サービス財の特性を考えながら,モノの財
から始まったマーケティングをサービス財に適
用するための考え方や課題を整理すると共に,実
際の事例を通じてサービスマーケティングの分
析枠組みや展開方法について概説する.

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA112 流通システム論 4 1.0 1・2 通年 集中

流通の現状と課題,基礎理論と専門理論を概説す
る科目である.まず日本の流通についてはメー
カー流通,卸流通,小売流通,物流と情報流,流通
政策等を検討する.また流通理論に関してはマク
ロ流通の現状とそのダイナミズムを説明する理
論やミクロのチャネル選択問題やチャネル管理
問題に関する理論などを概説する.授業の方法と
しては主に講義方式を利用するが企業のケース
をも取り上げ,理論の限界や課題等も検討する.

H24年度以前入学者推
奨プログラム:MS,OM

01KA114 経営戦略論 4 1.0 1・2 春C 火7,8
1F120
講義室

立本 博文

経営戦略論の基礎的な内容について学習する.
加えて,技術戦略や競争戦略に関する主要理論・
概念および分析フレームワークについて検討し
た上で,最新の理論について概説する.

01KA115 経営組織論 4 1.0 1・2 春B 火7,8
1F120
講義室

佐藤 秀典

我々の生活は組織抜きでは考えられないほど、
現代社会における組織の影響は大きい。この講
義では組織のマネジメントに関するさまざまな
理論を取り上げ、それらの理論を実際の企業に
当てはめてどのようなことが見えてくるのかを
検討する。本講義ではそれにより、自ら組織を
分析しようとするときにそれぞれの理論が組織
のどのような面を理解するのに有効であり、ど
のような面で限界があるのかを理解して活用で
きるようになることを目的とする。

01KA118
組織文化とリーダー
シップ

4 1.0 1・2 通年 集中

近年,企業を取り巻く環境は激しく変化してきて
いる.その中で企業が存続・成長していくために
は,経営組織の絶えざる革新をしなくてはならな
い.そのためには何をなすべきか.本講義では,組
織文化やリーダーシップを主な切り口として,関
連する国内外の文献を輪読し,理解を深める.

01KA120 人的資源管理 4 1.0 1・2 通年 集中

HRM理論を概観した後,HRM実践が組織構成員や組
織パフォーマンスにどのような影響を与えるの
かを実証的に明らかにする.具体的には,個々人
への影響としては組織コミットメントやコンピ
テンシー等の内容を取り上げ,組織パフォーマン
スの観点からは,ベストプラクティスや人的資源
管理施策間の相互補完性や相乗効果の有効性を
考察する.

01KA123
コーポレートファイナ
ンス

4 1.0 1・2 通年 集中

「ファイナンス基礎」で学習したファイナンス
の基礎的理論をベースとして,コーポレート・
ファイナンスにおける重要な課題を分析し,具体
的な解決方法を提案するスキルを習得する.具体
的には,資本予算の問題,投資案件の評価,資本構
成の決定,配当政策,企業の財務的再構築,企業買
収・合併などをテーマとして扱う予定である.

01KA124
ファイナンシャルマー
ケット

4 1.0 1・2 通年 集中

資本市場の仕組みを考察し,ファイナンスにおい
て最も重要なトピックのひとつである資本市場
の役割について概説する.特に,金融商品や取引
制度,市場の機能,投資家行動,投資技術や運用手
法などについて,理論と実務の両側面から多角的
に議論することを目的とする.

H24年度以前入学者推
奨プログラム:FA
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01KA125
インベストメントサイ
エンス

4 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

6F649
計算機

室
山田 雄二

本講義では, ポートフォリオ最適化理論の基礎
である平均分散アプローチとその周辺の数学的
背景について解説する. さらに, 資本市場価格
付けモデル(CAPM) や効用関数論, および投資家
の期待効用を導入し, 投資意思決定に必要な
ツールの基盤を習得する.

01KA126 ファイナンス工学 4 1.0 1・2 秋A 金7,8
6F649
計算機

室
山田 雄二

本講義では, デリバティブ取引の概要およびデ
リバティブ価格付けの基本概念を導入し, オプ
ションを用いた取引, 無裁定価格理論, オプ
ションヘッジ戦略について解説を行う. さらに,
これら理論や手法について, 実際に計算機を
使ってシミュレーションを行う.

01KA132 管理会計 4 1.0 1・2 通年 集中

企業の中で原価を計算し,あるいは予算を作成し
様々な分権化された組織や個人をコントロール
する活動は,「マネジメント・コントロール」と
呼ばれており,管理会計とほぼ同義のものとして
考えられてきた。本講義では,マネジャーを想定
してこのマネジメント・コントロールを実行す
るための組織的側面,会計計算的側面,そして統
計分析的側面の3つの能力を解説し,それらを身
につけることを目指す。

01KA135 財務会計 4 1.0 1・2 秋A 火7,8
1F120
講義室

中村 亮介

近年,国際的な企業会計制度の変革はめざましい
速度で進行している。この流れで,わが国の企業
会計もその根幹から変わろうとしている。本講
義は,このような状況のもとで,財務会計の個別
論点(金融商品会計,リース会計,税効果会計,連
結会計など)について学習し,企業の経営成績・
財政状態およびキャッシュ・フローの状況を表
す財務諸表の何が変わって,また何が変わってい
ないのかを学ぶことを目的とする。

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA139 技術経営論 4 1.0 1・2 秋C 火7,8
1F120
講義室

立本 博文

技術経営論は、製造業の国際競争力の低下を契
機に、現実の要請から生まれた学問領域であ
る。その内容は、製造業における多様な経営上
の問題に対して、実務的・現実的な解法を探る
ことにある。競争力獲得のためには、どのよう
な戦略(もしくは戦略的思考)が必要なのかを学
習する。
本講義では、主にイノベーション、オープン
化・標準化、デジタル化、グローバリゼーショ
ンとビジネスモデルについて、講義と輪読を組
み合わせて全般的に学習を行う。

01KA142 最適化モデル 4 1.0 1・2 秋A 水7,8
1F120
講義室

猿渡 康文

ビジネス上の様々な問題を科学的に捉え,解決す
る見る目・態度を養うことを目的として,問題を
解決するための「科学的な意思決定方法」につ
いて学ぶ.特に,最適化に焦点を当て,その基本的
なモデルである線形計画モデルを中心に,数理的
なものの見方や計画技法を計算機ソフトウェア
を利用しながら体得する.

教室:648計算機講義室
使用もある。詳細は担
当教員より確認のこ
と。

01KA144
ロジスティクスとサプ
ライチェーン

4 1.0 1・2 秋B 金7,8
1F120
講義室

猿渡 康文

ロジスティクスやそれを包含するサプライ
チェーンに関わる諸問題を科学的な視点で捉え
整理し,それらの問題を解決するためのモデル化
と解決方法について講義する.特に,ロジスティ
クスやサプライチェーンの計画立案の場で生じ
る意思決定問題を取り上げ,線形計画,ネット
ワーク計画,整数(組合せ)計画といった理論や手
法を,事例をもとに議論する.

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.
詳細後日周知

01KA147 データ解析 4 1.0 1・2 春B 木7,8
1F120
講義室

尾? 幸謙

様々なビジネスデータを分析するための統計の
基礎を学習する.データの分類・要約・可視化,
基本統計量,回帰分析,統計的検定や推定の考え
方,及び分析結果の解釈などについて,講義と実
習を交えながら学習する.

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA149 多変量解析 4 1.0 1・2 春C 金7,8
1F120
講義室

尾? 幸謙

ビジネスデータとしてよく現れる多変量データ
を分析するための方法として主成分分析,因子分
析,判別分析,クラスター分析,数量化などの手法
とそれらを利用した分析例について,講義と演習
を通して学ぶ.

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA151 計量経済学 4 1.0 2 春B 水7,8
1F116
講義室

牧本 直樹

経済・金融や経営などの分野におけるさまざま
なビジネスデータを分析するための統計手法と
して,重回帰モデル(系列相関,不均一分散,一般
化最小二乗法,同時方程式モデル),時系列分析,
パネル分析などについて,講義と演習を通して学
ぶ.《ビジネス数理,データ解析,多変量解析,オ
ペレーションズリサーチ》

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.
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01KA155 統計モデル 4 1.0 1・2 秋B 木7,8
1F120
講義室

尾? 幸謙

現在、社会科学諸分野で共分散構造分析(構造方
程式モデリング)が広く使用されている。共分散
構造分析は回帰分析や因子分析など各種多変量
解析をその下位モデルとして包含しており、多
変量解析に関する理解を深める意味でも学ぶ意
味がある。本講義の内容は、共分散構造分析の
理論と実践であり、データ解析実習を繰り返す
ことで知識を深めていく。また、共分散構造分
析のみならず他の統計モデルについても扱う予
定である。

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA159
オペレーションズ・マ
ネジメントI

4 1.0 1・2 通年 集中

他の講義では取り上げないオペレーションズ・
マネジメントに関する先端的あるいは発展的な
トピックについて,学内外の講師が講義を行う.

01KA164
人工知能とビジネス情
報分析

4 1.0 1・2 秋B 水7,8
1F120
講義室

倉橋 節也

ビジネス情報分析に人工知能技術を適用するこ
とで、様々な可能性が開ける。
本講義では、人間の知的行動を基礎とした人工
知能を用いたビジネス情報分析手法の基礎理
論・応用手法を学ぶ。
具体的な内容としては、(1)探索問題、(2)パ
ターン認識、(3)学習と推論、(4)最適化アルゴ
リズムなど、の基礎を学ぶ。これらの技術をビ
ジネス課題などに適用し、分析・解決のための
演習を行う。主として、Rを用いた演習を行う。
プログラミングや計算機システムの経験は問わ
ない。
自分のPCを持参すること。
キーワード:探索、パターン認識、クラスタリン
グ、学習、進化的アルゴリズム

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA165 データマイニング 4 1.0 1・2 春B 金7,8
1F120
講義室

吉田 健一

代表的なデータマイニング・機械学習の手法に
ついて演習を交えながら基礎的な概念を学ぶ.具
体的な内容としては,Decision Tree Learning,
Artificial Neural Networks, Bayesian
Learning, SVMなど.
01KA166と合わせて受講する事で、ネットワーク
上のデータをどのように収集し、分析すればビ
ジネスに役立つ知見を抽出できるかを習得する
事を目的とする。01KA165では、この目的に対し
て基礎的な分析技術を学ぶ。

01KA166
インターネットとビジ
ネス情報分析

4 1.0 1・2 秋A 土5,6
1F120
講義室

吉田 健一

インターネット関連のビジネスを進める上で必
要な各種事項について基本的な考え方とネット
からのデータ収集方法について学ぶ.具体的な内
容としては,TCP/IPやWWWなどネットワークに関
する基本的技術と,WWWからのスクレイピング方
法など.
01KA165と合わせて受講する事で、ネットワーク
上のデータをどのように収集し、分析すればビ
ジネスに役立つ知見を抽出できるかを習得する
事を目的とする。01KA166では、この目的に対し
てデータ収集技術の基礎を学ぶ。

01KA168 テキストマイニング 4 1.0 1・2 春C 木7,8
6F648
計算機

室
津田 和彦

インターネットなど爆発的に増加する情報量の
中から必要な情報を探し出すことは,キーワード
検索のみでは困難である.そのため,分野分類,概
念検索,更には意図理解など,高度な検索技術が
開発されつつある.本講義では,様々な高度検索
技術の基盤となるアルゴリズムについて紹介す
る.

01KA172 社会シミュレーション 4 1.0 1・2 春B 土3,4
1F120
講義室

倉橋 節也

新しいシステム科学として,マルチエージェント
技術を用いたシミュレーション手法が注目を浴
びている.近年,この手法を用いて,様々な経営課
題や社会問題に適用し,多くの成果を上げてきて
いる.本講義では,自律性と相互作用を考慮する
エージェントモデルの基礎から,経営戦略モデル
や市場制度設計などへの応用までを学ぶ.また,
人とエージェントが参加するゲーミングシミュ
レーションへの発展も行う.演習を通し,実際に
モデルを作成し動かすことで,実践的な経営シ
ミュレーション手法を習得することを目標とす
る.履修にあたって,特に計算機システムやプロ
グラミングの経験は問わない.

授業開始時刻
12:20~/Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA182 経営戦略・組織特論 4 1.0 1・2 通年 集中 立本 博文

経営学の分野における最近のテーマについて,学
内・学外から講師を招き,多面的な視点で講義を
行う.戦略的な企業間関係,コーポレートガバナ
ンスの変化が経営組織にあたえる影響,事業の
サービス化をベースとした企業モデルの構築,な
どのテーマを予定している.



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

01KA185
企業ガバナンスとマネ
ジメント

4 1.0 1・2 通年 集中

企業における株主総・取締役会・経営会議・
ディスクロージャ等に関する実務経験を通じ,企
業ガバナンスの現状と課題を概説する.併せて,
日本経済の長期停滞や社会の閉塞感の背景とし
て考えられる組織パフォーマンスの低下という
問題を取り上げ,課題解決能力を高めるための組
織マネジメントのあり方を検討する.更にガバナ
ンスとマネジメントの問題を総合し,企業とは何
か,国際競争の下で日本企業の経営はいかにある
べきかについて討議する.

01KA188 会計情報分析 4 1.0 1・2 秋B 土3,4
1F120
講義室

中村 亮介

近年のわが国では,企業価値を意識した経営を求
められることが多くなっている。そこで本講義
では,どのような原理で企業価値が評価されてい
るのかを確認し,その企業価値を戦略的に高める
にはどのようにしたらよいのかを主に会計の視
点から議論する。

授業開始時刻
12:20~/Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA190
ビジネスケーススタ
ディ

4 1.0 1・2 通年 集中

ビジネスケーススタディは、挑戦的な科目であ
る。現実に困っている課題を企業から提供して
もらい、経シスの学生がそれを解決する。解決
に必要な情報もできる限り企業から提供してい
ただく。学生はグループに分かれ、対策レポー
トを作成し、プレゼンテーションを行う。学生
は『無料の』経営コンサルタントになって、企
業の問題を解決するわけである。レポート作
成・プレゼンテーションはグループワークを基
本とする。

01KA192 事例研究法 4 1.0 1・2 通年 集中

経営学では、統計分析とならんで事例分析が広
く研究手法として利用される。しかし、多くの
事例研究は適切な研究デザインに基づかずに実
施されており多くのバイアスを含み、明確な結
論を出せずいることが多い。本講座では、複数
の事例研究法のデザインを学ぶことにより、事
例研究法がもつ長所とその限界について学ぶ。

01KA194 機械学習と最適化 4 1.0 1・2 秋A 土5,6
6F648
計算機

室
伊豆永 洋一

本講義では、機械学習やデータマイニングにお
ける代表的な手法を通して、最適化理論の基本
的な概念について述べる。理解を深めるため
に、PythonやRを用いた演習を行う。また、可能
な限り、実社会での応用事例についても紹介す
る。

01KA195 知識・情報技術総論 4 1.0 1・2 通年 集中

今日の企業活動において、情報が生み出す付加
価値は、以前よりその重要性を格段に増してい
る。
最新の知識発見技術やデータ分析技術を利用し
て、経営分析や経営意思決定を行う知識情報技
術、システム開発・ソフトウェア開発に関連す
る知識や実務的知見、などを事例とともに紹介
する。
また、ビジネスにおける様々な事象から価値を
発見しイノベーションへと導く方法や、テキス
トデータや社会情報から経済現象を分析しシ
ミュレーションする手法、企業が活動していく
中で創生される知的財産の扱いなど、最新のト
ピックを交えながら、新しい知的手法の可能性
について議論する。

01KA501 応用統計 4 1.0 1・2 秋C 木7,8
1F120
講義室

伴 正隆

中級以上の統計手法の中からいくつかのトピッ
クを選び,実際のデータ解析事例に触れながら講
義する.トピックの例としては,ベイズ統計,傾向
スコア分析,数量化理論,欠測データ解析,縦断
データ解析などが挙げられる.

01KA502
オペレーションズ・リ
サーチ

4 1.0 1・2 秋C 水7,8
1F120
講義室

牧本 直樹

オペレーションズ・リサーチのさまざまなト
ピックや応用の中からテーマを選び,基盤となる
理論やモデル,ビジネスでの応用事例などを解説
する.テーマ例としては,モンテカルロシミュ
レーション,時系列予測,マルコフモデル,待ち行
列など.

Medium of
instruction is
Japanese. Please see
the Japanese
syllabus for the
details.

01KA505 マーケティング 1 1.0 1・2 秋A 金7,8
1F120
講義室

伴 正隆

本講義はMBA学生として学んでおくべきマーケ
ティングの基礎概念と基本枠組みにつ
いて概説する。本講義では,初めに消費者行動
データを解析するための適切なアプ
ローチとツールを学習し,次にそれら解析結果を
実際のマーケティング戦略へ活かす
ための考え方を学習する。
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01KA506 組織変革 1 1.0 1・2 秋B 火7,8
1F120
講義室

佐藤 秀典

変化する環境に対応するため、組織も変化する
ことが求められる。しかし、組織には変化を妨
げる様々な要因が存在する。また、変化を意識
しすぎるあまり、自らの強みを見失ってしまう
ことも少なくない。本講義では、組織が変化し
なければいけない理由、変革の妨げとなるもの
は何か、何を変えて何を変えるべきではないの
か、変革における経営者の役割はなにかといっ
た観点から組織変革について検討し、組織変革
を様々な面から理解することを目的とする。

01KA530
オペレーションズ・マ
ネジメントII

4 1.0 1・2 通年 集中

他の講義では取り上げないオペレーションズ・
マネジメントに関するトピックスを取り上げ,学
内外の講師が基礎から発展まで網羅的に講義す
る.

H24年度以前入学者推
奨プログラム:OM

研究科目(経営システム科学専攻)H25年度以降入学者

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

01KA241
経営システム科学研
究・春I

2 1.5 1
春A
春B

土5
土5,6

1F120
講義室
1F116
講義室

立本 博文,中村
亮介,西尾 チヅ
ル,猿渡 康文,尾?
幸謙,佐藤 秀典

1年次の春学期に行われるセミナー形式の授業
で,学生と教員のディスカッションを通して研究
方法の基礎を学ぶとともに,各自の研究計画を再
検討する.

春Aは5/18のみ116講義
室使用、春Bは116講義
室及び120講義室使用
(※6/8のみ116講義室
及び2F講義室8使用)
平成25年度以降入学者
対応科目

01KA242
経営システム科学研
究・春II

2 1.5 2 春ABC 随時
経営システム科学
専攻各教員

2年次の春学期に行われるセミナー形式の授業
で,指導教員の下で学生各自の研究テーマに関連
する既存の研究のサーベイと研究方法の習得を
目標とする.

平成25年度以降入学者
対応科目

01KA243
経営システム科学研
究・秋I

2 1.5 1 秋ABC 随時
経営システム科学
専攻各教員

1年次の秋学期に行われるセミナー形式の授業
で,指導教員の下で学生各自の研究テーマに関連
する既存の研究のサーベイと研究方法の習得を
目標とする.

平成25年度以降入学者
対応科目

01KA244
経営システム科学研
究・秋II

2 1.5 2 秋ABC 随時
経営システム科学
専攻各教員

2年次の秋学期に行われるセミナー形式の授業
で,指導教員の下で学生各自の研究テーマに関連
する既存の研究のサーベイと研究方法の習得を
目標とする.

平成25年度以降入学者
対応科目

01KA245
経営システム科学特別
研究・春I

2 1.5 1 春ABC 随時
経営システム科学
専攻各教員

春学期に開講する科目で,休学などの理由で卒業
年限を延長した場合の3回目の春学期を迎えた学
生を対象とする科目であり,経営システム科学研
究・春I,IIを既に履修している学生に対して,指
導教員の下で,各自の研究テーマに関連する学習
を行う.

平成25年度以降入学者
対応科目

01KA246
経営システム科学特別
研究・春II

2 1.5 2 春ABC 随時
経営システム科学
専攻各教員

春学期に開講する科目で,休学などの理由で卒業
年限を延長した場合の4回目の春学期を迎えた学
生を対象とする科目であり,経営システム科学特
別研究・春Iを既に履修している学生に対して,
指導教員の下で,各自の研究テーマに関連する学
習を行う.

平成25年度以降入学者
対応科目

01KA247
経営システム科学特別
研究・秋I

2 1.5 1 秋ABC 随時
経営システム科学
専攻各教員

秋学期に開講する科目で,休学などの理由で卒業
年限を延長した場合の3回目の秋学期を迎えた学
生を対象とする科目であり、経営システム科学
研究・秋I,IIを既に履修している学生に対して,
指導教員の下で,各自の研究テーマに関連する学
習を行う.

平成25年度以降入学者
対応科目

01KA248
経営システム科学特別
研究・秋II

2 1.5 2 秋ABC 随時
経営システム科学
専攻各教員

秋学期に開講する科目で,休学などの理由で卒業
年限を延長した場合の4回目の秋学期を迎えた学
生を対象とする科目であり,経営システム科学特
別研究・秋Iを既に履修している学生に対して,
指導教員の下で,各自の研究テーマに関連する学
習を行う.

平成25年度以降入学者
対応科目

輪講科目(経営システム科学専攻)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

01KA355 経営システム科学輪講I 2 1.0 1・2 春ABC 応談
経営システム科学
専攻各教員

春学期に開講し,経営システム科学の先端的な理
論や分析手法,事例に関する著書および論文等を
輪読する.

01KA356
経営システム科学輪講
II

2 1.0 1・2 秋ABC 応談
経営システム科学
専攻各教員

秋学期に開講し,経営システム科学の先端的な理
論や分析手法,事例に関する著書および論文等を
輪読する.

01KA357
経営システム科学輪講
III

2 1.0 1・2 春ABC 応談
経営システム科学
専攻各教員

春学期に開講し,経営システム科学の先端的な理
論や分析手法,事例に関する著書および論文等を
輪読する.

01KA358
経営システム科学輪講
IV

2 1.0 1・2 秋ABC 応談
経営システム科学
専攻各教員

秋学期に開講し,経営システム科学の先端的な理
論や分析手法,事例に関する著書および論文等を
輪読する.

01KA359 経営システム科学輪講V 2 1.0 1・2 春ABC 応談
経営システム科学
専攻各教員

春学期に開講し,経営システム科学の先端的な理
論や分析手法,事例に関する著書および論文等を
輪読する.
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01KA360
経営システム科学輪講
VI

2 1.0 1・2 秋ABC 応談
経営システム科学
専攻各教員

秋学期に開講し,経営システム科学の先端的な理
論や分析手法,事例に関する著書および論文等を
輪読する.


